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ペ
ー
ジ
は
、
電
源
一
二
法
交
付
金
に
よ
る
も
の
園

一
で
す
。
交
付
金
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
@
放
射
一

一
線
監
視
施
設
の
設
置
@
原
子
力
に
関
す
る
知
識
の
普
及
一

一
な
ど
の
事
業
経
費
と
し
て
、
県
や
原
子
力
施
設
所
在
町
一

一
一
村
な
ど
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

近
な
関考

L、

大
洗
研
究
所
は
、
東
海
研
究
所
(
茨

城
県
東
海
村
)
、
高
崎
研
究
所
(
群
馬

県
高
崎
市
)
に
次
い
で
、
日
本
原
子
力

研
究
所
の
第
一
ニ
番
呂
の
研
究
所
と
し

て
、
昭
和
幻
年
4
月
に
、
国
産
動
力
炉

の
開
発
と
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
利

用
開
発
を
推
進
す
る
乙
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

大
洗
研
究
所
の
敷
地
は
、
一
回
二
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
が
あ
り
ま
す
が

こ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
か
つ
て
、
民
有
地

で
あ
り
、
大
洗
町
や
地
元
の
人
た
ち
の

協
力
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
協
力
さ
れ
た
人
た
ち
の
名

は
、
事
務
本
館
前
の
庭
の
一
角
に
建
て

ら
れ
た
石
碑
に
、
大
洗
町
長
の
碑
文
と

と
も
に
刻
み
込
ま
れ
て
、
永
く
後
世
に

記
念
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洗
研
究
所
は
、
来
年
開
設
十
周
年

を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

こ
に
働
い
て
い
る
職
員
の
数
は
、
約
三

0
0
0刊
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の

半
数
は
、
大
洗
町
内
に
建
て
ら
れ
た
職

員
住
宅
や
独
身
寮
に
住
ん
で
、
大
洗
町

民
と
し
て
の
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

敷
地
内
に
は
、
幅
員
9
メ
ー
ト
ル
の

幹
線
道
路
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

道
路
に
沿
っ
て
各
種
の
施
設
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

施
設
に
は
、
大
洗
研
究
所
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、
廃
在
、
印
M
W
の
定
格
出

力
で
運
転
を
し
て
い
る
材
料
試
験
炉
を

初
め
と
し
て
、
ホ
ッ
ト
一
フ
ボ
、

R
I
利

用
開
発
棟
、
燃
料
研
究
棟
、
放
射
性
廃
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(
 

設
f

れ

て

い

ま

す

。

一

l
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
処
理
施
設
に
送

。
試
料
の
照
射
後
試
験
を
す
る
施
設
一
ら
れ
て
来
ま
す
。
処
理
施
設
で
は
、
放

材
斜
試
験
炉
で
照
射
さ
れ
た
強
い
放
一
射
能
の
強
さ
に
よ
っ
て
、
放
射
性
物
質

一
射
線
を
出
す
燃
料
や
材
糾
を
試
験
す
る
一
を
沈
殿
(
化
学
処
理
)
、
あ
る
い
は
、

一
施
設
と
し
て
、
材
斜
試
験
炉
建
家
に
隣
一
濃
縮
(
蒸
発
処
理
)
さ
せ
た
り
し
て
、

一
接
し
て
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
が
設
け
ら
れ
て
い
一
そ
の
沈
殿
物
や
濃
縮
液
を
ア
ス
フ
ァ
ル

一
ま
す
。
こ
こ
と
材
料
試
験
炉
と
の
聞
に
一
ト
か
又
は
セ
メ
ン
ト
で
固
め
る
よ
う
に

一
は
、
水
深
6
メ
ー
ト
ル
の
水
路
が
設
け
一
し
て
、
ド
ラ
ム
缶
に
収
め
て
保
管
し
ま

一
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
を
試
料
が
安
全
一
す
。
ま
た
、
国
体
廃
棄
物
も
、
各
施
設

一
に
か
つ
効
率
的
に
移
送
で
き
る
よ
う
に
一
で
、
放
射
能
の
強
さ
に
よ
る
分
類
を
し

一
な
っ
て
い
ま
す
。

J

一
て
か
ら
処
理
施
設
に
送
ら
れ
て
来
ま
す

一
ホ
ッ
ト
ラ
ポ
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
が
、
処
理
施
設
で
は
、
放
射
能
の
低
い

一ケ
l
プ

(
8暴
)
と
材
糾
試
験
用
鉛
セ
一
も
の
は
、
焼
却
し
て
灰
に
し
た
り
、
庄

一ル

(
7基
)
と
い
わ
れ
る
試
験
を
す
る
一
緒
し
て
容
積
を
小
さ
く
し
て
か
ら
、
液

一
た
め
の
作
業
塞
が
あ
り
ま
す
が
、
前
者
一
体
廃
棄
物
と
同
様
に
処
置
し
て
、
ド
一
フ

一
で
は
、
燃
斜
試
料
の
解
体
か
ら
試
験
ま
一
ム
缶
に
収
め
て
保
管
し
ま
す
。
ま
た
放

一
で
の
一
連
の
作
業
が
、
ま
た
後
者
で
は
、
一
射
能
の
高
い
も
の
は
、
圧
縮
し
て
コ
ン

一
材
料
試
斜
に
関
す
る
一
連
の
作
業
が
行
一
ク
リ
I
ト
容
器
に
入
れ
て
、
セ
メ
ン
ト

こ
で
は
、
約
二

0
0人
の
職
員
が
、
日
一
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
作
業
一
で
固
め
ま
す
が
、
特
に
高
い
も
の
は
、

本
の
原
子
力
開
発
を
支
え
る
た
め
の
基
一
室
に
は
、
厚
さ
1
メ
ー
ト
ル
の
遮
蔽
窓
一
あ
ら
か
じ
め
、
鉄
や
鉛
の
容
器
に
入
れ

礎
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
一
と
マ
ニ
プ
レ
l
タ
(
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
)
一
て
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
容
器
に
収
め

材
料
試
験
炉
は
、
原
子
炉
に
使
わ
れ
一
が
取
り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
作
業
釜
の
一
ら
れ
ま
す
。

る
燃
斜
や
材
斜
彩
、
強
い
放
射
線
で
照
一
外
か
ら
、
試
棋
の
取
り
扱
い
操
作
や
試
一
こ
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
放
射
性
廃

射
し
て
、
そ
れ
ら
が
原
子
炉
の
燃
料
や
一
験
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
棄
物
は
、
敷
地
内
に
あ
る
集
積
保
管
場

材
料
と
し
て
十
分
な
耐
久
力
が
あ
る
か
一

o
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
利
用
開
発
一
に
整
理
さ
れ
て
保
管
し
て
い
ま
す
。

を
試
験
す
る
た
め
の
原
子
炉
で
、
い
わ
一
事
務
本
館
の
南
側
に
あ
る
R
I利
用
一
集
積
保
管
場
は
、
四
方
を
コ
ン
ク
リ

ば
「
原
子
炉
を
作
る
た
め
の
原
子
炉
」
一
開
発
棟
で
は
、
現
在
、
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
一

l
ト
墜

(
3
1
5メ
ー
ト
ル
)
で
囲
ん

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
ト
l
プ
け
い
光
X
線
法
を
応
用
す
る
研
一
だ
二
、
二

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を

他
の
原
子
炉
よ
り
は
る
か
に
強
い
放
射
一
究
、
あ
る
い
は
、
核
燃
判
明
廃
棄
物
に
残
一
持
ち
、
大
洗
研
究
所
開
設
以
来
保
管
さ

機
羽
山
桝
醐
ふ
一
っ
て
い
る
放
射
性
物
質
か
ら
の
放
射
線
一
れ
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
ほ
か
に
、

機

鱗

機

}

麟

忍

一

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

有

効

に

利

用

す

る

た

め

一

今

後

5
1
m年
間
位
の
放
射
性
廃
棄
物

麟
燃
側
(
酬
醐
h

川
一
一
の
研
究
な
ど
、
主
に
工
業
利
用
に
関
す
一
も
保
管
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、

機
機
酬
門
い
わ
む
一
る
利
用
技
術
や
実
用
化
に
つ
い
て
の
技
一
更
に
増
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

購
燃
機
織
一

f
v
o
wマ
通
晶
一
術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
一

o
安
全
の
管
理

壊
燃
機
綴
、
〓

J
?勝
υ
を
一

o
高
性
能
燃
料
の
研
究
開
発
一
大
洗
研
究
所
で
は
、
実
用
可
能
な
限

め

た

ぶ

ん

ぬ

山

崎

炉

一

敷

地

内

の

一

番

奥

ま

っ

た

と

こ

ろ

に

一

り

?

と

い

長

射

線

室

長

官

γい¥バ
ωぷ
ベ
ギ
一
あ
る
燃
料
研
究
棟
で
は
、
高
速
増
殖
炉
一
雪
い
て
、
施
設
内
外
の
放
射
線
管
理

鱒
い
と
ミ
F
側
}
ふ
二
bv

壮
一
(
常
陽
炉
)
の
一
高
性
能
燃
糾
と
し
て
有
一
を
行
い
、
職
員
や
周
辺
居
住
者
の
安
全

J
V暴
露
盤
欝
畿
刊
日
一
書
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ワ
ム
炭
化
一
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
万
一
、
火

h
V
1
7
7離
鱗

騒

騒

騒

ψ
一
物
系
燃
料
の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
に
一
災
や
放
射
線
に
よ
る
異
常
事
態
が
発
生

¥
一
ノ
機
鱗
鱗
機
騒
翻
よ
一
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
施
設
や
機
一
し
た
場
合
で
も
、
構
内
の
各
施
設
に
設

に
た
久
万
盤
機
騒
鱗
湖
一
器
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
一
け
で
あ
る
重
装
置
に
よ
り
、
ど
こ

翻
機
繍
翻
繍
鱗
織
機
機
欄
樹
海
一
本
格
的
な
研
究
の
開
始
は
、
昭
和
日
年
一
で
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
異
常
事
態
が

闘
機
騒
騒
鱒
盤
夏
一
後
半
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
五
生
し
た
か
を
自
動
的
に
知
る
こ
と
が

ぶ

機

織

麟

機

鑓

麟

購

一

o
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
一
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

一
機
織
機
織
麟
鞠
翻
麟
騨
一
原
子
炉
を
運
転
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
ア
一
た
、
異
常
事
態
の
拡
大
を
防
止
す
る
搭

応
糠
麟
麟
麟
輔

7
1
1プ
を
使
う
と
、
気
体
廃
棄
一
置
が
迅
速
に
行
え
る
さ
つ
な
緊
急
時
体

線
学
出
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
一
物
、
液
体
廃
棄
物
、
固
俸
廃
棄
物
な
ど
一
制
も
確
立
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
水
準
の
性
能
を
持
っ
て
い
ま
一
の
放
射
性
廃
棄
物
が
出
ま
す
が
、
気
体
一
原
子
炉
施
設
や
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー

す
。
ま
た
、
こ
の
強
い
放
射
線
影
利
用
一
廃
棄
物
は
、
各
施
設
に
設
け
て
あ
る
特
一
プ
を
取
り
扱
う
施
設
な
ど
の
管
理
区
域

し
て
、
ラ
ジ
オ
ア
イ

y
ト
1
プ
の
製
造
一
殊
な
ろ
過
装
鐙
を
通
し
て
、
浄
化
し
、
一
で
は
、
放
射
線
や
放
射
性
物
質
に
よ
る

も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
一
異
常
の
な
い
こ
と
が
確
認
し
な
が
ら
、
一
汚
染
の
測
定
な
ど
、
特
別
な
管
理
を
行

子
炉
の
中
に
は
、
試
料
を
い
ろ
い
ろ
な
一
排
気
筒
を
返
し
て
大
気
中
に
放
出
さ
れ
一
っ
て
お
り
、
特
に
、
施
設
か
ら
出
る
時

条
件
の
も
と
で
照
射
で
き
る
よ
う
に
、
一
ま
す
。
液
体
廃
棄
物
は
、
各
施
設
の
貯
一
は
、
身
体
や
物
品
に
つ
い
て
の
汚
染
の

実
験
孔
、
縦
駆
動
照
射
装
農
、
水
カ
ラ
一
一
樹
タ
ン
ク
に
一
時
貯
留
さ
れ
て
、
そ
こ
一
な
い
こ
と
を
、
ハ
ン
ド
フ
ッ
ト
モ
ニ
タ

ビ
ッ
ト
熊
射
装
置
、
イ
ン
パ
イ
ル
ル
l
一
で
放
射
能
を
測
定
し
、
そ
の
強
さ
に
よ
一
や
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
で
、
厳
重
一
に
チ
ェ

プ
な
ど
と
い
わ
れ
る
照
射
試
験
装
置
が
一
る
分
類
を
し
て
か
ら
、
タ
ン
ク
ロ
l
リ
一
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

と
し
て

唱え、

見
守
ろ
う

句、ι

加
融
九
醗

研

究

中
東
戦
争
を
契
機
に
起
き
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
世
界
中
に
猛
威
を
ふ
る

い
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
上
に
も
様
々
な
面
で
、
直
接
的
な
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
い
や
と
い
う
ほ
ど
自
覚
を
迫
ら
れ
た
問
題
の
一

つ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
産
業
や
私
た
ち
の
自
常
生
活
が
、
い

か
に
石
油
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
更
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
将
来
に
つ
い
て
の
不
安
感
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
私
た
ち
の
不
安
感
を
解

消
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
に
原
子
力
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
私
た
ち
は
改
め
て
、
原
子
力
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
、
知
識
を

得
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

私
た
ち
の
町
に
も
原
研
を
は
じ
め
大
き
な
原
子
力
施
設
が
設
霞
さ
れ
て
い
ま

す
。
乙
乙
で
先
ず
、
町
内
に
あ
る
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
役
割
の

施
設
で
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
み
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

棄
物
処
理
施
設
、
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
施
設
、
気
象
観
測
塔
、
安
全
管
理
棟
、

事
務
本
館
、
浄
水
場
、
愛
電
所
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
の
中
央
部
に

は
、
原
子
炉
冷
却
用
水
の
貯
水
池
「
夏

海
樹
」
が
あ
っ
て
、
那
珂
川
か
ら
取
水

さ
れ
た
お
万
立
万
メ
ー
ト
ル
の
水
秒
貯

え
た
人
造
綱
と
し
て
、
四
季
折
々
の
景

観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
ヵ
モ
な
ど
の
渡
り
鳥
が
集
ま
り
、

群
れ
を
な
し
て
休
息
し
て
い
る
盗
が
見

ら
れ
て
、
大
洗
研
究
所
の
も
う
一
つ
の

象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

O-

原
子
炉
が
作
る
た
め
の
原
子
炉

松
林
の
上
に
赤
い
丸
屋
根
を
見
せ
て

い
る
建
物
が
、
材
料
試
験
炉
で
す
。
乙
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第75号

セ
ン

ー
の
設
立

大
法
エ

~"\ 

動
力
炉
@
核
燃
斜
開
発
事
業
団
大
洗

工
学
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
四
十
三
年
か

ら
建
設
準
備
を
始
め
、
四
十
五
年
=
一
月

正
式
に
動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
の
名

称
と
な
っ
た
も
の
で
、
混
在
ほ
ぼ
そ
の

会
施
設
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
敷
地
面

積
約
五
十
六
万
平
方
米
、
そ
の
内
の
大

部
分
の
五
十
万
平
方
米
は
成
田
町
に
所

在
し
、
原
研
の
所
有
で
動
燃
は
原
研
か

b
借
地
し
て
繍
設
を
建
設
し
た
も
の
で

す。
従
業
員
総
数
は
現
在
五
六
O
名
、
う

ち
技
術
関
係
が
約
五
O
O名
で
、
更
に

そ
の
う
ち
の
二
三
O
名
は
国
立
機
関
、

電
力
界
、
メ
ー
カ
ー
等
四
十
数
社
か
ら

の
出
向
者
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
達
成
す

る
た
め
の
陣
容
で
あ
る
こ
と
が
感
ぜ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
町
内
出
身
者
は
約
六
O

名
、
町
内
居
住
者
は
所
長
始
め
夏
海
独

身
寮
、
大
賞
独
身
寮
の
外
借
上
住
宅
等

で
凡
そ
ニ
二

O
名
に
な
り
ま
す
。

大
洗
ヱ
学
セ
ン
タ
ー
の
使
命
は
、
一

口
に
言
え
ば
新
型
の
動
力
炉
(
原
子

炉
〉
を
、
国
産
技
術
で
自
主
開
発
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
国
会
が
超

党
派
で
議
決
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
開

発
し
よ
う
と
す
る
新
型
炉
は
新
型
転
換

炉
と
高
速
矯
殖
炉
の
二
種
類
で
、
何
れ

も
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
日
本
に
と
っ

て
、
最
も
適
し
た
郡
一
式
の
動
力
炉
で
す
。

現
在
私
達
は
色
々
な
形
で
電
気
の
怒

一
思
に
浴
し
、
例
え
ば
電
車
・
電
灯
・
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
々
数
え
る
と
限
り
の

な
い
程
で
す
。
今
何
ら
か
の
原
因
で
停

電
に
な
っ
た
ら
HU---
全
生
活
が
根
底
か

ら
崩
れ
る
で
し
ょ
う
、
思
っ
た
だ
け
で

も
ぞ
っ
と
し
ま
す
。
も
う
既
に
皆
さ
ん

が
使
っ
て
お
ら
れ
る
電
気
の
一
部
は
原

子
力
で
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
だ

先
の
事
だ
と
呑
気
な
事
は
言
っ
て
お
ら

れ
ま
せ
ん
。
直
接
私
達
の
生
活
と
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
既
に

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て

と
承
知
の
と
お
り
、
原
子
力
発
電
所
は

燃
料
に
ワ
一
フ
ン
が
使
い
ま
す
が
、
新
型

炉
は
燃
料
に
な
る
ワ
一
フ
ン
資
源
を
有
効

に
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

新

型

転

換

炉

新
型
転
換
炉
は
、
福
井
県
敦
賀
市
に

「
ふ
げ
ん
」
と
い
う
名
称
の
原
子
力
発

電
所
(
電
気
出
力
十
六
万
五
千
キ
ロ
ワ

ッ
ト
)
を
動
燃
で
建
設
中
で
す
が
、
こ

の
「
ふ
げ
ん
」
を
立
派
に
完
成
し
安
全

に
運
転
す
る
た
め
に
、
四
つ
の
大
型
開

発
研
究
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

猫
設
で
は
「
ふ
げ
ん
」
と
同
じ
よ
う
な

条
件
が
備
え
て
実
験
を
重
ね
、
安
全
性

は
ど
う
か
、
経
済
性
は
ど
っ
か
等
々
そ

らあおお昭和51年 3月5日
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安
全
装
置
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す。

は
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
内
で
、
実
際
と
一
要
に
な
り
ま
す
。

同
じ
規
模
の
施
設
で
大
畿
の
ナ
ト
リ
ワ
一
蒸
気
発
生
装
置
一

ム
が
使
い
、
色
々
な
角
度
か
ら
笑
験
を
一
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
熱
出
力
安
全
管
浬

重
ね
、
研
究
開
発
が
遜
め
て
い
ま
す
。
一
五
万
キ
ロ
の
蒸
気
発
生
器
の
施
設
が
あ
一
こ
の
よ
う
に
、
大
愛
大
き
な
沢
山
の

ま
た
「
常
揚
」
の
炉
の
中
で
燃
棋
や
一
り
ま
す
が
、
今
こ
の
よ
う
な
大
き
な
も
一
施
設
が
あ
り
ま
す
が
特
に
こ
れ
ら
の
施

材
料
が
種
々
の
放
射
線
を
受
け
た
ら
ど
一
の
は
世
界
に
一
一
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
設
の
内
、
核
物
質
(
ワ
ラ
ン
や
プ
ル
ト

の
よ
う
に
獲
化
す
る
か
を
調
べ
る
た
め
一
外
閣
の
二
つ
の
施
設
で
は
会
出
力
運
転
一
ニ
ワ
ム
)
や
放
射
性
同
位
元
素
(
ア
イ

に
鉛
や
鉄
板
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
厳
重
一
ま
で
の
過
程
で
、
故
障
等
も
あ
っ
た
と
一

y
ト
I
プ
)
等
を
取
扱
う
瓶
設
を
安
全

に
放
射
線
を
遮
る
よ
う
作
ら
れ
た
室
を
一
聞
き
ま
す
が
、
大
洗
で
は
大
愛
順
調
に
一
に
管
理
す
る
た
め
に
専
門
技
術
者
が
、

持
っ
た
大
き
な
施
設
が
三
つ
あ
り
ま
一
進
ん
で
い
て
世
界
各
国

F
P注
目
さ
れ
一
機
器
装
置
を
使
っ
て
四
六
時
中
位
積
を

す
。
こ
の
内
二
つ
の
施
設
で
は
外
国
の
一
て
い
ま
す
。

ζ
の
蒸
気
発
生
器
は
高
温
一

一

一

し

て

い

ま

す

。

環

境

管

理

に

つ

い

て

原
子
炉
や
原
研
の
材
料
試
験
炉
な
ど
で
一
ナ
ト
リ
ワ
ム
(
約
摂
氏
五
百
度
強
)
を
一

一

一

は

、

原

研

と

協

同

し

て

絶

え

ず

監

視

熊
射
し
て
貰
っ
て
践
に
稼
働
し
て
い
ま
一
水
に
伝
え
て
蒸
気
を
作
り
出
す
機
器
で
一

一

一

し

て

お

り

万

全

な

体

制

学

整

え

て

い

ま

す

。

一

す

が

、

ナ

ト

D
ワ
ム
は
氷
を
混
合
す
る
一

一

一

す

。

ま

た

廃

棄

物

処

理

は

、

原

研

に

委

「
常
揚
」
は
原
子
炉
で
す
が
、
実
験
一
と
大
層
危
険
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
の
一

一

一

託

し

て

安

全

に

処

理

保

管

さ

れ

て

い

ま

炉
で
す
か
ら
発
電
を
し
な
い
こ
と
は
、
一
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
設
計
さ
れ
て
一

先
に
述
べ
ま
し
た
が
発
電
所
に
結
び
付
一
い
ま
す
が
、
若
し
万
一
起
っ
た
ら
大
空
す
。

け
る
た
め
に
は
、
ナ
ト
リ
ワ
ム
で
取
」
乙
で
す
。
そ
こ
で
実
際
に
ナ
ト
リ
ワ
ム
の
一
終
り
に
以
上
の
各
施
設
は
、
ど
れ
も

出
し
た
熱
を
水
に
伝
え
、
水
を
蒸
気
に
一
中
に
水
を
入
れ
て
試
験
す
る
装
置
を
作
一
多
重
防
護
の
観
点
か
ら
す
べ
て
安
全
性

し
て
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
廻
し
発
電
機
一
っ
て
笑
験
場
重
ね
、
材
料
と
か
機
器
に
一
に
結
び
付
き
確
実
に
新
型
動
力
炉
を
産
一
ば
耐
熱
材
料
と
し
て
の
熱
分
解
黒
鉛
、
一
え
ま
す
と
、
い
か
に
す
ば
ら
し
い
繊
維
一
こ
の
新
し
い
繊
維
の
開
発
の
功
績
に

で
電
気
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
一
及
ぼ
す
影
響
や
こ
の
よ
う
な
事
が
起
つ
一
み
出
す
た
め
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
付
一
強
力
磁
石
材
糾
と
し
て
の
サ
マ
リ
ワ
ム
一
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
新
材
一
対
し
て
当
施
設
の
シ
リ
コ
ン
カ
l
パ
イ

ん
。
そ
こ
で
蒸
気
発
生
器
の
開
発
が
必
一
て
も
大
き
な
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
な
一
記
し
ま
す
。
了
コ
バ
ル
ト
合
金
、
光
学
材
料
と
し
て
一
斜
は
金
属
中
に
う
め
こ
ん
で
使
う
事
に
一
ド
繊
維
開
発
グ
ル
ー
プ
(
代
表
・
矢
島

急警書

E
宝
言
是
警
呈
寺
E

一一宝zE働旦一欄盟認喜一情署情署号?i害
警言言zZi-品品主主主量鼻鼻皐皇毒量量-=塁呈量言-雪=宣語一.盟穏醤.盟穏醤一嗣監嗣監--一量面
s
李
喜
言
量
E

両曇言同曇警一量-一
Z
量z=量言

z

主事呈警T
量
喜
z
E
同量
z
喜
号
言
一
の
希
土
類
元
素
晶
そ
ι
含
む
ガ
一
ラ
フ
ス
、
レ
ザ
一
よ
つ
て
、
金
属
の
高
温
に
お
け
る
強
度
↓
聖
使
教
授
)
に
本
年
度
の
朝
日
賞
が
授

週

，

E
v
i
i
a
自

P

l

1

1

1

一

f

t

一i
線
源
用
の
各
種
単
結
晶
、
さ
ら
に
は
一
を
飛
躍
的
に
高
め
る
事
が
期
待
さ
れ
て
一
与
さ
れ
ま
し
た
。

暫

膜

色

た

り

事

監

覇

オ

ヰ

持

母

野

一

号

で

耐

え

る

ゴ

ム

等

が

あ

り

ま

す

一

い

手

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

寝

室

b
写
真
の
説
明

出島
4
4
4
J宅
着

車

場

持

軍

勧

.

盟

国

見

一

が

、

特

に

最

近

の

大

ヒ

ッ

ト

に

シ

リ

コ

一

に

な

る

と

強

さ

が

急

に

落

ち

ま

す

が

、

一

東

北

大

学

金

研

大

洗

施

設

で

発

明

さ

一
ン
カ
ー
バ
イ
ド
繊
維
の
発
明
が
あ
り
ま
一
こ
の
繊
維
で
強

ιし
た
複
合
材
料
ま
、
一
れ
た
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
繊
維
の
空

、

属

材

料

試

験

炉

利

用

擁

設

一

す

。

こ

れ

は

一

一

千

度

に

近

い

童

福

一

こ

の

里

大

i雪
の

止

気

中

耐

震

。

繊

維

の

太

さ

は

約

四

一
え
ら
れ
、
し
か
も
ピ
ア
ノ
線
よ
り
も
強
一
来
は
各
種
エ
ン
ジ
ン
の
部
品
、
高
温
ガ
一
ミ
ク
ロ
ン
。
荷
重
は
l
d当
り

m
tに

当
施
設
は
、
昭
和
必
年
6
月
、
日
本
一
は
世
界
で
も
有
数
の
強
い
中
性
子
東
を
一
あ
り
え
な
か
っ
た
と
さ
え
言
え
ま
す
。
一
い
引
張
強
度
が
も
っ
て
い
ま
す
。
我
々
一
ス
や
蒸
気
に
よ
る
発
電
機
の
タ
ー
ビ
ン
一
相
当
し
ま
す
。
バ
ー
ナ
ー
の
炎
の
温
度

原
子
力
研
究
所
大
洗
研
究
所
の
材
斜
試
一
発
生
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
一
当
施
設
で
も
こ
の
よ
う
な
新
し
い
材
糾
一
の
着
用
し
て
い
る
ナ
イ
ロ
ン
や
テ
ト
ロ
一
部
分
、
原
子
炉
の
炉
心
材
料
等
多
方
面
一
は
約
1
2
0
0℃
で
す
。
こ
の
よ
う
な

験
炉

(
J
M
T
R
)
を
利
用
し
て
研
究
一
り
、
又
こ
の
よ
う
な
材
糾
試
験
の
た
め
一
の
開
発
研
究
に
精
力
的
に
と
り
く
ん
で
一
ン
が
百
度
以
下
で
軟
ら
か
く
な
り
、
空
一
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
か
一
き
び
し
い
条
件
で
も
、
こ
の
繊
維
は
半

を
行
な
う
た
め
の
施
設
と
し
て
開
設
し
一
の
専
用
炉
で
あ
る
か
ら
で
す
。
当
施
設
一
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
例
え
一
気
中
で
容
易
に
燃
え
て
し
ま
う
事
を
考
一
ら
で
す
。
一
永
久
的
に
切
れ
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。
現
在
常
駐
職
員
ほ
お
名
で
、
一
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
材
斜
試
験
一

4
i
i
l
i
i
l
l
-
i
i
l
i
-
-
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
-
-
i
i
iも

予

算

規

模

は

昭

和

田

年

度

で

二

億

五

千

一

を

主

体

と

し

た

照

射

研

究

の

他

こ

も

、

一

砂

一

る

関

係

の

中

で

、

研

究

学

進

め

て

ゆ

く

万
円
で
す
。

7

M

T

R

2
ず

る

研

究

と

い

丈

一

関

本

犠

蟻

料

開

発

株

式

金

社

一

所

存

で

す

o

例
-
え
ば
地
元
の
方
々
か

主
な
業
務
は
、
全
国
の
国
立
大
学
の
一
放
射
性
同
位
元
素

(
R
I
)
の
製
造
と
一

4

一
ら
特
に
御
意
向
の
あ
っ
た
排
水
方
法

研
究
者
が
行
な
う
金
属
材
料
な
ど
に
関
一
こ
の
R
ー

が

使

用

す

る

金

廃

合

金

の

電

一

¥

〆

一

に

つ

い

て

も

、

そ

の

線

を

十

分

に

守

す
る
J
M
T
R
に

よ

る

照

射

研

究

王

子

構

造

に

関

す

る

襲

、

重

照

射

に

よ

一

略

称

(

関

F
O
)
一
っ
て
、
町
当
局
や
関
係
事
業
所
の
御

助

け

し

て

、

立

派

な

研

究

成

果

を

挙

げ

一

る

新

し

い

物

質

の

合

成

研

究

、

古

代

岩

一

一

援

助

手

}

受

け

な

が

ら

設

置

い

た

し

ま

て
も
ら
う
事
に
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
施
一
石
の
造
成
し
た
年
代
の
測
定
研
究
な
ど
一
日
本
核
燃
料
開
発
株
式
会
社
(
略
一
道
呉
と
蓄
え
る
も
の
で
す
が
、
勿
論
監
一
な
角
度
か
ら
夫
々
専
門
的
立
場
で
協
力
一
し
た
。

設
自
体
で
も
研
究
を
活
発
に
行
な
っ
て
一
多
種
多
様
な
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
ま
一
称
@
核
燃
文
は
N
F
D
)
は
K
K日
立
一
督
官
庁
の
厳
重
な
審
査
を
受
け
て
着
工
一
し
合
っ
て
こ
の
目
的
の
達
成
に
努
力
し
一
一
方
従
業
員
は
、
研
究
員
を
輸
に
約

お
り
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
一
す
。
当
施
設
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
研
一
製
作
所
と
東
京
芝
浦
電
気
K
Kの
、
核
一
し
、
工
事
中
も
、
既
に
数
回
に
亘
る
中
一
て
い
る
よ
う
に
、
核
燃
斜
に
つ
い
て
の
一
七
十
名
で
発
足
し
ま
す
が
、
寮
・
社
宅

J
M
T
Rを
使
つ
て
の
照
射
研
究
と
新
一
究
は
、
新
し
い
材
斜
の
開
発
に
あ
り
ま
一
燃
糾
研
究
に
関
す
る
仕
事
を
両
引
継
ぐ
一
間
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
い
う
、
一
非
常
に
専
門
的
な
分
野
学
核
燃
は
受
持
一
は
大
洗
町
に
建
設
す
べ
く
現
在
開
発
申

し
い
材
斜
の
開
発
研
究
に
な
り
ま
す
。
一
す
。
一
使
命
を
も
っ
て
、
昭
和
田
十
七
年
二
月
一
慎
重
な
上
に
も
慎
重
を
期
す
方
法
で
行
一
一
っ
て
い
る
研
究
会
社
で
す
と
お
答
え
し
一
請
中
で
す
。
大
洗
町
の
良
き
住
民
と
し

照
射
研
究
の
主
な
目
的
の
一
つ
は
、
今
一
最
近
の
斜
学
技
術
の
発
達
は
、
ま
こ
一
に
発
足
し
た
会
社
で
、
目
下
原
研
、
動
一
な
わ
れ
工
事
も
、
今
迄
の
検
査
で
は
何
一
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
て
、
一
日
も
早
く
定
着
し
、
相
互
に
信

後
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
い
ろ
い
ろ
な
一
と
に
自
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
燃
に
隣
接
し
た
成
田
地
区
に
建
設
中
で
一
ら
の
指
摘
も
受
け
ず
に
ま
た
、
無
事
故
一
さ
て
施
設
が
完
成
し
、
運
転
が
出
来
一
頼
し
、
協
力
し
ム
弓
え
る
臼
の
早
か
ら
-
ん

目
的
を
も
っ
た
原
子
炉
に
使
わ
れ
る
一
た
と
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
テ
レ
一
す
。
一
無
災
害
で
進
捗
し
予
定
通
り
完
成
出
来
一
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
の
皆
さ
ん
の
関
一
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

原
子
炉
材
斜
争
開
発
す
る
事
に
あ
り
ま
一
ビ
ジ
ョ
ン
伊
中
心
と
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
一
約
六
万
六
千
平
方
米
の
敷
地
に
は
、
一
る
も
の
と
一
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
、
ー
ω
が
深
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
一
最
後
に
、
私
達
の
施
設
に
は
秘
衡
が

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
際
に
こ
れ
ら
一
ニ
ク
ス
、
超
音
速
機
や
ア
ポ
ロ
計
画
を
一
原
研
や
動
燃
に
あ
る
よ
う
な
ホ
ッ
ト
一
フ
一
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
中
に
は
原
一
て
、
若
干
説
明
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
一
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
見
学
等
御
希
望
の

の
材
料
を
原
子
炉
で
照
射
し
て
、
中
性
一
始
め
と
す
る
航
空
宇
宙
開
発
そ
れ
に
も
一
ボ
と
、
そ
れ
を
運
転
す
る
の
に
必
要
な
一
研
・
動
燃
が
あ
る
の
に
な
ぜ
核
燃
が
必
一
す
。
一
方
は
遠
慮
な
く
御
申
越
し
下
さ
い
。
そ

子
を
は
じ
め
と
す
る
放
射
線
に
よ
っ
一
は
や
我
々
の
臼
常
生
活
に
も
禽
援
に
関
一
電
気
等
を
供
給
す
る
動
力
棟
と
、
事
務
一
要
な
の
か
と
、
疑
問
を
お
持
ち
の
方
が
一
先
ず
安
全
に
関
す
る
事
柄
で
す
が
、
一
し
て
私
達
が
安
全
性
学
含
め
、
心
を
込

て
、
そ
の
強
度
や
耐
性
に
ど
の
よ
う
今
な
一
係
し
て
い
る
原
子
力
開
発
な
ど
で
す
。
一
棟
と
が
第
一
期
工
事
と
し
て
、
今
年
の
一
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
適
当
一
核
燃
は
頭
初
か
ら
町
当
葛
と
、
安
全
協
一
め
て
建
設
し
た
施
設
と
、
人
類
の
未
来

菱
化
を
生
じ
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
り
一
こ
れ
ら
の
諸
分
野
の
発
達
の
か
げ
に
一
十
月
を
完
成
宮
途
に
建
て
ら
れ
ま
す
一
な
例
が
見
当
ら
な
い
の
で
す
が
、
風
邪
一
定
を
結
ぴ
た
い
と
申
出
て
お
り
ま
し
た
一
の
希
望
の
た
め
、
営
々
と
し
て
取
組
ん

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
一
は
、
必
ず
新
し
い
材
料
の
開
発
が
あ
一
が
、
現
在
ζ
の
建
設
も
問
順
調
に
進
め
ら
一
を
こ
の
世
か
ら
退
治
す
る
目
的
の
た
め
一
の
で
、
近
く
県
及
び
町
と
原
子
力
に
関
一
で
い
る
姿
を
御
覧
下
さ
い
。

は、

J
M
T
Rは
非
常
に
適
し
た
原
子
一
り
、
逆
に
新
し
い
材
斜
の
開
発
な
く
し
一
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
要
に
な
っ
て
い
一
に
、
細
菌
学
の
函
、
薬
学
か
ら
の
面
、
一
す
る
協
定
を
結
び
、
連
絡
を
密
に
と
り
一
何
本
今
後
と
も
、
よ
ろ
1
V
く
お
願
い

炉
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

J
M
T
R
一
て
は
、
こ
れ
ら
の
斜
学
技
術
の
発
展
は
一
る
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
は
、
一
言
、
3
f
d究
者
の
一
症
状
か
ら
の
面
と
い
う
よ
う
に
、
色
々
一
な
M

M

3

、
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
頂
け
一
申
し
上
げ
ま
す
。

新繊維は高強度でしかも高温に強く、バーナーの

炎でも燃えない
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喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
関
部
長
さ
ん
は
「
町
で
も
昨
年
か

ら
葬
儀
の
簡
素
化
運
動
殺
す
〉
め
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
更
に
内
容

の
充
実
彩
画
り
た
い
。
幸
い
利
用
者
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
衣
裳
も
新
調

し
、
不
自
由
の
な
い
よ
う
利
用
し
て
も

ら
う
計
画
で
す
。
と
に
か
く
、
組
織
の

力
で
。
見
栄
と
無
駄
の
な
い
生
活
。
を

つ
く
り
上
げ
、
こ
の
不
況
と
物
価
高
に

対
処
し
て
行
き
た
い
口
と
意
欲
的
に
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

部活動で実檎をあげる購入部

る蕎12語iz「地域の声 !ドliifi堅
持4仏自し一一瞬く鈴開催J出品開f
空 軍宗主主い人地るめ要にれ省儀くのも地いので喜子同男可同

;ijiifii自ti詰!?iiiifii14222pzi
E 宅去想議室品君語室長暴富正室主李完左官一挙手五ゑ需志合員妥

年
の
瀬
も
お
し
つ
ま
っ
た
去
る
ロ
一
が
訪
問
し
、
お
年
寄
り
の
人
達
に
ミ
ュ

月
、
那
珂
郡
瓜
連
町
の
ナ
ザ
レ
四
回
に
、
一

l
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

大
洗
町
山
の
五
十
鈴
会
(
会
長
@
柴
田
=
二
し
ま
し
た
。

男
四
さ
ん
、
会
員
同
山
名
)
の
み
な
さ
ん
一
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
会

標
準
的
な
基
準
を
設
け
ら
れ
た

れ

ν
。
年
末
年
始
の
葬
儀
に
つ
い
て
松
の

内
期
間
を
短
縮
さ
れ
た
い
。

0

法
事
等
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ

け
自
粛
し
、
簡
素
化
を
す
〉
め
ら

れ
た
い
。

0

葬
儀
の
簡
素
化
を
更
に
徹
底
さ
れ

た
い
。

成
人
式
の
簡
素
化

。
成
人
式
出
席
者
の
服
装
や
、
成
人

者
に
対
す
る
祝
と
と
な
ど
が
、
相

出

E
P

与
J

派
手
さ
を
誇
る
傾
向
に
あ

る
。
成
人
式
の
在
り
方
を
含
め
て

こ
の
簡
素
化
を
図
ら
れ
た
い
。

行
政
の
一
般
問
題

。
こ
ど
も
も
大
人
も
、
気
軽
に
遊
べ

る
町
民
広
場
が
欲
し
い
。

0

憩
の
家
は
、
正
月
の
利
用
者
も
多

い
の
で
是
非
、
正
月
開
館
を
し
て

欲
し
い
。

。
違
法
駐
車
、
橋
で
の
釣
人
、
海
厚

へ
の
車
の
乗
り
入
れ
等
に
つ
い
て

交
通
取
締
を
強
化
し
て
欲
し
い
。

o
湖
沼
川
で
の
釣
に
対
す
る
遊
漁
承

認
斜
を
、
小
学
生
は
無
糾
に
し
て

欲
し
い
。

こ
の
外
、
保
健
セ
ン
タ
ー
設
備
の
問

題
、
結
婚
式
の
簡
素
化
の
問
題
等
い
ろ

い
ろ
意
義
あ
る
と
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

員
の
佐
藤
さ
ん
が
使
用
し
て
い
た
も
の

で
、
い
ろ
い
ろ
の
歌
が
別
出
も
入
る
素

晴
し
い
も
の
で
す
が
、
現
在
ほ
と
ん
ど

使
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば

と
思
い
会
を
通
し
て
ナ
ザ
レ
園
に
寄
贈

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
天
気
も
良
く
、
お
年
寄
り

た
ち
も
テ
レ
ビ
が
見
た
り
、
陶
器
づ
く

り
を
し
て
楽
し
く
時
を
過
し
て
い
ま
し

た
が
突
然
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
流
れ
る
音
楽
に
驚
い
た
よ
'
つ
に
集

ま
り
、
喜
び
聞
き
い
っ
て
お
り
ま
し

た
。
「
こ
の
施
設
で
の
生
活
は
楽
し
い

も
の
で
す
が
そ
な
え
付
け
の
本
は
ほ
と

ん
ど
読
み
つ
く
し
、
今
は
、
み
ん
な
と

お
話
し
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で

す。

i
i
音
楽
は
と
て
も
い
い
も
の
で

す
ね
、
私
も
款
は
大
好
き
で
す
z
:
:
日

と
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
は
話
し
て
お
り
、

五
十
鈴
会
の
人
達
も
「
こ
れ
か
ら
も

又
、
機
会
あ
る
と
と
に
お
年
寄
り
た
ち

を
お
慰
め
し
た
い
〕
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
。

!五
理

り
も
の

大
洗
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

力
メ
ラ
一
式
を
町
に
寄
贈

易
保
検
保
養
セ
ン
タ
ー
食
堂
部
)
の
役

員
。
一
間
の
皆
さ
ん
で
、
マ
ミ
ヤ
R
B

U
と
い
う
大
型
カ
メ
ラ
に
附
属
品
と
し

て
、
白
山
阻
広
角
レ
ン
ズ
、

m
捌
醐
望
遠
レ

ン
ズ
、
二
一
脚
等
一
式
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。町
で
は
こ
れ
を
有
難
く
受
入
れ
、
早

速
広
報
活
動
の
有
力
器
材
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

町
の
行
政
体
と
地
域
の
住
民
と
が
結

び
つ
け
る
、
行
政
広
報
と
い
う
役
割
は

大
変
重
要
な
も
の
で
す
が
、
よ
り
効
果

が
高
め
る
た
め
の
一
助
に
と
、
こ
の
ほ

ど
高
級
カ
メ
ラ
一
式
(
約
初
万
円
相

当
)
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
り

主
は
大
洗
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
簡

中
の
鈴
本
君

第
一
一
間
関
金
間
交
通
費
金
一
得

文
コ
ン
ク
i
ん
に
入
賞

活発な態見を交換する地域の代理受

財
団
法
人
・
交
通
遺
児
育
英
会
主
催

に
よ
る
第
2
回
全
国
交
通
安
全
作
文
コ

(
作
文
)
見
の
事
故
死

三
年
鈴
木
隆

待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅
行
。
五
月
二

十
二
日
、
こ
の
日
を
ど
ん
な
に
楽
し
み

に
し
て
い
た
か
。
朝
食
を
軽
く
す
ま

せ
、
急
い
で
着
替
え
歩
す
る
。
兄
は
ま

だ
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
間
ま
で
に
は
聞
が

あ
る
の
で
、
ね
ぞ
う
悪
く
ぐ
っ
す
り
眠

っ
て
い
た
。

「
じ
ゃ
行
っ
て
く
る
よ
U

心
の
中
で
挨
拶
歩
し
て
家
を
出
た
。

「
気
を
つ
け
ず
』
付
く
ん
だ
よ
U

祖
母
は
、
相
愛
ら
ず
心
配
性
だ
。
両
親

に
見
送
ら
れ
て
快
晴
の
空
を
仰
ぐ
。
何

と
な
く
気
分
が
さ
わ
や
か
。
つ
い
に
修

学
旅
行
第
一
日
目
が
始
ま
っ
た
。

午
後
三
時
一
一
十
分
、
大
箱
根
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
に
着
い
た
。
居
内
は
人
の
熱
気

で
ム
ン
ム
ン
し
て
い
る
。
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
買
っ
た
途
端
、
担
任
の
先
生
に

呼
ば
れ
た
。
光
夫
ち
ゃ
ん
が
事
故
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
ま

た
か
と
思
っ
た
。
と
い
う
の
は
前
に
も

兄
は
通
学
途
中
事
故
に
あ
い
、
一
ヵ
月

余
入
院
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る。

雷
太
洗
時
議
協
嬬
人

部
活
動
、
実
横
で

金
間
関
大
会
に
出
場

n
見
栄
と
無
駄
の
な
い
暮
し
か
考
え
一
合
わ
せ
よ
う
と
、
始
め
ら
れ
た
も
の
で

る
。
を
テ
ー
マ
に
、
①
箱
廻
り
に
よ
る
一
す
。
事
業
推
進
の
過
程
で
は
、
資
金
ぐ

臼
掛
貯
金
、
②
衣
料
品
の
共
同
購
入
、
一
り
の
問
題
が
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
と
む

③
貸
衣
裳
、
の
3
つ
の
事
業
を
と
り
上
一
ず
か
し
い
問
題
に
も
ぶ
つ
か
り
ま
し
た

げ
、
活
発
な
部
活
動
を
展
開
し
て
い
る
一
が
、
半
面
、
利
用
者
も
今
で
は
部
員
以

大
洗
町
漁
協
婦
人
部
(
部
長
・
今
関
ひ
一
外
の
一
般
の
人
々
ま
で
広
が
り
、
大
獲

さ
側
さ
ん
、
部
員
剛
山
名
)
で
は
、
さ
る

1
月
日
臼
に
行
な
わ
れ
た
第
却
田
県
漁

村
青
壮
年
婦
人
部
活
動
実
績
発
表
大
会

で
、
こ
の
う
ち
、
「
貸
衣
裳
事
業
」
に

つ
い
て
の
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
見
事
に
優
勝
の
栄
冠
を
獲
ち

得
て
、

2
月
目
白
か
ら
3
日
間
に
わ
た

っ
て
、
東
京
の
都
市
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
か
第
3
回
全
国
漁
協
婦
人
部
活

動
実
績
発
表
大
会
。
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
沼
年
4
月
に
部
員
初
名
で
発
足

し
た
婦
人
部
も
、
今
で
は
小
型
船
主
の

奥
さ
ん
を
対
象
に
約
制
名
の
大
世
帯
に

ふ
く
れ
上
り
、
年
令
膚
も
初
j
ω
才
が

大
半
を
占
め
、
張
切
っ
て
い
ま
す
。
貸

衣
裳
事
業
は
、
冠
婚
葬
祭
以
外
に
使

わ
れ
な
い
高
岡
山
な
式
般
を
、
個
人
で
は

揃
え
ず
に
安
い
料
金
の
貸
衣
裳
で
聞
に

霊
協
膨
鉱
毒

家
躍
で
も
で
曹
る
簡
単
本
館
理

か
チ
ャ
ッ
ク
4

チ
ャ
ッ
ク
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
も
か
一
そ
の
方
法
は
、
割
り
パ
シ
の
太
い
方

み
合
わ
な
い
た
め
開
き
っ
ぱ
な
し
に
な
一
で
矢
同
の
部
分
を
上
か
ら
強
く
た
た
く

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ズ
ボ
ン
だ
一
よ
う
に
す
る
。
も
っ
と
詳
し
く
い
う
と

っ
た
ら
、
旅
先
な
ど
で
は
図
っ
て
し
ま
一
た
た
き
押
さ
え
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ

う
。
し
か
し
、
輔
副
huパ
シ
一
本
で
な
お
一
で
た
い
て
い
の
場
合
は
な
お
る
。
静
か

せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
覚
え
て
お
く
と
一
に
引
き
上
げ
て
な
お
り
ぐ
あ
い
を
確
か

と

て

も

便

利

。

一

め

よ

う

。

も

し

だ

め

だ

っ

た

ら

ま

だ

縮

こ
の
よ
う
な
故
障
の
と
き
は
図
示
す
一
め
方
が
た
り
な
い
の
だ
か
ら
、
も
っ
と

る
と
矢
印
の
と
こ
ろ
が
離
れ
過
ぎ
て
い
一
強
く
や
る
と
良
い
。

る
場
合
が
多
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
か
一
@
乙
の
よ
う
な
故
障
を
起
こ
さ
な
い
た

み
合
う
よ
う
に
さ
せ
る
力
が
出
な
い
の
一
め
に
は
開
罰
金
具
を
動
か
す
と
き
に
、

で
チ
ャ
ッ
ク
が
し
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
一
ム
リ
な
く
静
か
に
扱
う
こ
と
が
大
切
な

る
。
要
は
離
れ
過
ぎ
る
所
を
元
に
戻
せ
一
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ば
良
い
。
そ
の
た
め
に
開
閉
金
具
を
い

ち
ば
ん
下
に
お
ろ
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
る
。
そ
し
て
平
ら
な
板
の
上
に
置

く
。
こ
う
し
て
図
の
矢
印
の
と
こ
ろ
の

ア
キ
過
ぎ
を
縮
め
る
。

み
ん
な
で
商
工
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
f

寄贈された力メラ一式

商
工
会
は
い
つ
で
も
、
あ
な
た

の
事
業
に
つ
い
て
、
よ
い
相
談
相

手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

金
融
相
談
、
経
営
相
談
、
外
か

ら
の
診
断
、
内
か
ら
の
診
断
な
ど

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ひ
と
ま
ず
相

談
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の

秘
密
を
守
り
、
あ
な
た
の
悩
み
を

解
決
す
る
商
工
会
を
な
利
用
下
さ

れ

ν

ン
ク
l
ル
が
、
昨
年
日
月
東
京
で
お
こ

な
わ
れ
、
一
中
の
鈴
木
隆
君
(
一
ニ
年
)

の
作
品
「
兄
の
事
故
死
」
が
見
事
入
賞

し
、
交
通
遺
児
育
英
会
会
長
質
学
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
事
故
を

な
く
し
、
貧
し
い
交
通
遺
児
を
救
済

し
、
環
境
券
保
全
し
、
失
な
わ
れ
た
人

と
に
か
く
帰
れ
と
い
う
こ
と
で
M
先

生
と
一
緒
に
小
関
原
駅
へ
と
向
っ
た
。

-
・
:
:
(
略
)

七
時
十
五
分
水
戸
駅
に
到
着
、
す
ぐ

タ
ク
シ
ー
に
乗
り
家
路
学
急
い
だ
。
先

生
も
だ
ま
っ
て
い
る
。
胸
が
ギ
ュ
ッ
と

し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

や
っ
と
家
の
前
に
着
い
た
。
お
か
し

い
、
居
の
戸
が
パ
ッ
チ
リ
し
ま
り
、
戸

口
に
は
兄
の
友
達
が
数
人
立
っ
て
い

る
。
ガ
ラ
ガ
ラ
、
震
い
気
持
ち
で
一
戸
を

開
け
た
。
す
る
と
奥
か
ら
自
を
ま
っ
か

に
し
た
母
が
、
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
出

て
き
た
。

「
光
夫
ち
ゃ
ん
は
?
」

「
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
日

こ
の
真
実
を
聞
か
さ
れ
た
と
き
、
も
う

何
も
こ
と
ば
が
で
な
か
っ
た
。

線
香
の
燈
が
家
中
に
漂
っ
て
い
る
。

兄
の
顔
を
一
目
見
て
別
れ
を
告
げ
た
。

二
階
へ
上
る
と
長
男
の
兄
も
ガ
ッ
ク
リ
一

き
て
柱
に
も
た
れ
て
、
ぼ
ん
や
り
と
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
。
ぼ
く
も
気
持
ち
を

ま
ぎ
ら
わ
せ
よ
う
と
目
を
向
け
た
が
涙

が
ボ
ロ
ポ
ロ
こ
ぼ
れ
て
園
箇
な
ど
自
に

入
ら
な
か
っ
た
。
(
陪
)

日

μ
労
働
組
合
の
な
い

職
場
で
働
く

み
な
さ
ん
も
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
刀

一
、
生
活
資
金
貸
付

一
寸
育
英
資
金
貸
付

三
、
住
宅
資
金
貸
付

詳
し
い
こ
と
は
役
場

由
工
観
光
課
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

心
を
回
復
し
て
、
人
聞
が
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
建
設
す
る
た
め
の

提
案
、
美
し
い
自
然
と
心
を
守
る
た
め

の
提
言
伊
広
〈
国
畏
か
ら
求
め
る
こ
と

を
百
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で

す。
鈴
木
君
の
作
品
は
、
自
ら
の
経
験
か

ら
交
通
事
故
に
対
し
て
強
い
憎
し
み
を

も
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
交
通
事
故
に
は

売
分
気
を
つ
け
て
、
自
ら
こ
の
悲
劇
酬
を

つ
く
り
だ
さ
な
い
よ
p

フ
心
掛
け
ま
し
ょ

う
兄
は
、
ぼ
く
ら
兄
弟
三
人
の
中
で
一

番
お
し
ゃ
れ
で
社
交
的
で
あ
り
器
用
だ

った。ぼ
く
が
幼
い
頃
、
む
ず
か
し
い
プ
ラ

モ
デ
ル
伊
賀
っ
て
き
て
作
れ
な
く
な
っ

て
い
る
と
、
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
児
は
人
一
倍
の
ん
び
り
毘
の
く

せ
に
短
気
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
兄
は

い
つ
も
ぼ
く
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
く

れ
た
。
そ
ん
な
兄
が
と
て
も
好
き
だ
っ

た。

:
:
(
陥
)
・
:
・
・

兄
は
、
今
年
の
夏
休
み
友
達
と
オ
ー

ト
バ
イ
で
旅
行
す
る
こ
と
や
自
動
車
の

免
許
を
と
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。

そ
ん
な
兄
の
姿
が
ま
る
で
き
の
う
の
こ

と
の
よ
う
に
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。

憎
い
f

加
害
者
が
憎
い
。
い
く
ら

憎
ん
で
も
悲
し
ん
で
も
兄
は
一
一
度
と
帰

っ
て
来
な
い
。
朝
早
く
か
ら
侍
速
芭
キ

ロ
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
車
伊
と
ば
し
、

児
を
ひ
き
殺
し
た
加
害
者
、
い
や
犯

人
。
無
謀
な
運
転
に
よ
っ
て
、
兄
の
生

命
を
う
ば
っ
た
奴
を
こ
れ
か
ら
一
生
忘

れ
な
い
だ
ろ
う
o

n
罪
を
憎
ん
で
人
を

憎
ま
ず
。
な
ど
と
き
れ
い
な
言
葉
も
あ

る
が
、
ぼ
く
は
ど
ち
ら
も
憎
む
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
、
酔
っ
ぱ

ら
い
運
転
を
し
て
自
分
の
不
注
意
か
ら

け
が
を
し
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
の
は

や
む
争
得
な
い
。

し
か
し
、
自
分
が
懇
〈
て
他
人
学
傷

つ
け
、
殺
し
、
家
族
の
み
ん
な
を
悲
し

ま
せ
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
。

ぼ
く
は
と
て
も
許
せ
な
い
。
声
を
大
に

し
て
訴
え
た
い
。

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ハ
ン
ド
ル

が
握
っ
た
ら
安
全
運
転
、
安
全
運
転
i

!
と
自
分
に
い
い
き
か
せ
て
下
さ
い
日

死
ん
だ
兄
の
た
め
に
も
、
そ
し
て
全

国
の
交
通
事
故
の
犠
牲
者
の
た
め
に

も。
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津
だ
こ

各
堂
を
彩
、
と
る

ら
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v小
学
生
低
学
年
の
部

優
勝
村
上
則
夫
(
那
羽
警
γ
小・
4
年
)

l
位
小
島
耕
司
(
大
貫
小
・

2
年
)

マ
小
学
生
高
学
年
の
部

優
勝
千
葉
浩
(
大
震
小
・

6
年
)

1
位
新
谷
典
彦
(
東
石
川
小
・
6
年
)

マ
中
学
生
の
部

優
勝
坂
本
光
史
(
大
洗
一
中
・
1
年
)

1
位
三
輪
野
浩
昭
(
大
洗
一
世
・
2
年
)

マ
一
般
の
部

俊
勝
臼
十
川
力
雄
(
大
洗
町
)

1
位
斉
藤
常
次
(
那
弼
湊
市
)

撃の献盛運動に

ご協力一下さい
r献臨はあなたも

出来る人助け』

開
鑑
証
明
の
制
度
、
か
変
り
ま
す

計
年
4
月
1
自
か
も

登
録
証
方
式
で
時
鑑
証
明
暗

葉
町
剛
容
し
で

O
K
F

印
鑑
は
必
ず
白
分
で
保
管
す
る
こ
一
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

と
、
た
や
す
く
他
の
人
に
印
鑑
を
渡
す
一
印
鑑
登
録
a

証
明
の
制
度
場
全
国
的
に

方
が
あ
り
ま
す
が
危
険
で
す
。
一
改
善
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o
C
協

印
鑑
と
印
鑑
証
明
は
、
あ
な
た
の
権
一
一
力
下
さ

利
と
財
産
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
一

印
鑑
や
印
鑑
証
明
の
か
ら
ん
だ
事
故
一
主
事
長
壊
の
と
お
り
で
す
。

や
犯
罪
は
全
国
で
た
く
さ
ん
起
っ
て
お
一
明
細
は
後
日
各
戸
へ
ち
ら
し
を
お
送
り

り

ま

す

。

一

し

ま

す

LiL(韓関ジフテワア) 出品
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重
い
病
気
や
大
き
な
ケ
ガ
な
ど
で
、

苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
、
尊
い
生
命
を

守
る
た
め
の
輸
血
用
血
液
の
需
要
は
、

最
近
多
発
し
て
い
る
交
通
事
故
等
の
増

加
に
よ
り
、
急
速
に
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。本
県
で
は
、
県
民
各
層
か
ら
の
献
血

に
対
す
る
と
理
解
が
え
ら
れ
、
年
々
実

績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
時
期

に
よ
っ
て
は
緊
急
時
に
対
応
で
き
な
い

状
況
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
一
フ
プ

の
と
協
力
に
よ
り
、
不
幸
に
し
て
多
量

の
輸
血
用
の
血
液
伊
必
要
と
す
る
人
々

の
、
一
助
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
献

血
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
。
協

力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コい

一
、
献
血
日

午
前

9
時
1
午
後
4
時

二
、
場
所
曲
松
公
民
館

一
三
、
献
血
の
で
き
る
方

川
年
令
満
日
オ
か
ら
日
才
ま
で

凶
体
重
男
子
山

NM)γ
以
上
の
ガ

女
子

ω凶
」

同
血
液
比
重
一
@
O五
二
以
上
の
方

凶
前
回
の
採
血
か
ら
一
力
月
以
上

過
ぎ
て
い
る
方
、
そ
の
他
、
医
師

が
採
血
前
に
健
康
診
断
の
上
、
可

否
が
決
定
い
た
し
ま
す
。

。
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
献
血
を
さ
れ
た
方
に
、
無
料
で
血
液

検
査
を
し
そ
の
結
果
異
常
が
発
見
さ
れ

た
場
合
直
接
お
知
ら
せ
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

三
月
二
十
五
日
(
木
)

{主な改正点1
1. 印銭登録するときは本人の意志確認が

厳格になりました。

2. 印鑑号差録した人には、印鑑登録誌をあ、
渡しします。(この時は実印が必要です)

3. 印鑑証明が必要なときは、印鍛登録証

を必ず持参して下さい。(実印は持参し

ないこと)

4. 代理人が印鑑証明をとる場合も本人の

登録証を持参すればとれます。委任の旨

の書類は必要ありません。(但し代理人

の認印を持参のこと)

5. 印鑑証明以外の印鑑に関する届等を代

理人がするときは従来通り委任の旨の書

類が必要です。

6. これからは、印鑑号圭録証がなければ印

鑑証明の交付はできません。

7. 現在登録されている方も、 52・3・31日

までに切替え登録が必要です。

申
s::. 
t司

iま
お

|署
関等;I璽
得し i害児
税fj開
|長j来

税
の
コ
1
4
J
i

昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
納
税
の
相
談
は
二
月
十
六
日
か
ら

一
ニ
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
口
が
大
愛
混

雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
い
間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

とi記長…
相談室へ

告
書
を
使
っ
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ます)。
も
し
、
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
お
わ

か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
署
か
税
務
相

談
室
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
ご
脊
知
で
す
か

間
出
税
モ
ニ
タ
ー
…

所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
っ
て
い
一
た
め
国
税
モ
ニ
タ
ー
の
制
度
が
あ
り
ま

ま
す
が
、
税
金
に
つ
い
て
悩
ん
だ
り
、
一
す
。

い
ろ
い
ろ
な
御
意
見
を
お
持
ち
の
方
も
一
現
在
、
本
町
か
ら
は
弦
巻
正
二
さ
ん

多

い

か

と

思

い

ま

す

。

一

H
旅
館
業
(
磯
浜
町
二
=
一
一
五
)
が
、
水

そ
こ
で
税
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
一
一
戸
税
務
署
管
内
の
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
し

ま
た
、
納
税
者
の
方
々
か
ら
の
意
見
や
一
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
税
に
つ

要
望
、
そ
し
て
苦
情
な
ど
を
直
接
お
関
一
い
て
の
要
望
・
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

き
し
て
、
そ
の
声
を
税
務
箸
に
伝
え
る
一
た
ら
、
お
気
軽
に
お
申

J
i
Fさ
い
。

武
者
絵
だ
こ

戴
だ
こ
、

開
凧
の
群
紅
、

快
精
に
恵
ま
れ
た
、
去
る
1
月
時
日
、

海
の
子
供
の
国
の
主
催
に
よ
る
、
第
2

回
三
浜
タ
コ
上
げ
大
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
プ

ー
ル
サ
イ
ド
と
南
側
海
俸
は
、
朝
早
く

か
ら
彩
と
り
ど
り
の
手
作
り
凧
が
手
に

し
た
競
技
参
加
者
や
町
の
観
光
協
会
が

無
料
で
配
布
し
た
砂
大
洗
。
と
童
聞
か
れ

た
凧
を
持
つ
親
子
づ
れ
な
ど
、
県
内
各

地
か
ら
約
一
一
一
千
人
の
人
た
ち
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
競
技
は
小
学
1
年
1
4年
、
小
学
5

年
1
6年
、
中
学
生
、
一
般
の
4
部
に

分
か
れ
行
な
わ
れ
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け

た
競
技
者
が
そ
れ
ぞ
れ

所
定
の
場
所
で
い
っ
せ

い
に
凧
上
げ
を
開
始
す

る
と
、
自
慢
の
爪
が
澄

み
切
っ
た
冬
空
を
と
こ

ろ
せ
手
レ
と
乱
れ
と
ぴ
、

な
か
な
か
の
壮
観
で
し

た
。
大
会
終
了
後
、
県

知
事
賞
、
大
洗
町
長
賞
、

海
の
子
供
の
田
所
長
賞

な
ど
の
ほ
か
多
く
の
賞

品
が
優
秀
者
間
名
に
婚

は
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、
「
確
定

申
告
の
手
引
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か

た
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
(
土
地

や
建
物
学
売
っ
た
方
な
ど
は
特
別
な
申

歳
末
助
け
あ
い
運
動
に
対
す
る

ご
協
力
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

心
撮
る
義
損
金
一
一
六
万
九
千
円

、
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

前
回
の
町
報
第
七
四
号
(
一
月
一
日
)
一
三
千
八
百
六
十
円
南
中
学
校
職
員
児
童

で
御
報
告
申
し
上
げ
た
後
、
町
社
会
福
二
向
マ
=
一
万
八
千
三
百
六
十
四
円
磯

祉
協
議
会
へ
左
記
の
方
々
か
ら
歳
未
助
一
浜
小
学
校
職
員
児
蜜
一
同
マ
三
千
百

け
あ
い
運
動
の
た
め
多
額
の
寄
付
が
よ
一
七
十
一
一
円
大
洗
ζ
ど
も
の
国
マ
ニ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
暖
か
一
千
円
神
山
町
関
多
重
マ
五
千
円
明

い
御
支
援
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
治
記
念
館
織
田
同
一
同
マ
三
万
一
一
一
千
六

義
指
金
は
歳
未
助
け
あ
い
運
動
の
趣
一
百
四
十
二
円
臼
本
原
子
力
研
究
所
大
洗

旨
に
従
い
町
内
の
生
活
困
窮
世
帯
の
方
一
研
究
所
マ
一
万
円
し
ぶ
き
会
マ
一

々
や
町
出
身
の
福
祉
施
設
入
所
者
等
に
一
万
円
寺
釜
釘
重
実
静
枝
マ
一
万
円
永

す
べ
て
配
分
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
完
一
町
関
野
清
兵
衛
マ
五
千
円
金
沢
町
田

了
の
御
報
告
が
申
し
上
げ
ま
す
。
一
中
正
一
マ
五
千
円
北
清
水
町
関
根
忠

前
回
報
告
後
、
義
摘
金
品
を
い
た
だ
一
文
マ
一
万
円
髭
釜
町
石
井
喜
代
子

い
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
一
マ
一
万
円
渦
湖
会
マ
二
万
円
大
向
遊

。
歳
未
助
け
あ
い
運
動
寄
付
者
(
十
一
技
場
組
合
マ
一
万
円
通
り
町
山
川
良

二
月
十
一
三
日
以
降
・
敬
称
略
)
一
衛
マ
一
万
円
五
十
鈴
会
代
表
柴
田
一
一
一

マ
一
ニ
千
円
寺
釜
町
古
川
あ
さ
マ
一
万
一
男
四
マ
六
千
七
百
円
大
洗
ゴ
ル
フ
倶

円
一
五
会
代
表
鎗
山
芳
和
マ
五
千
円
一
楽
部
有
志
マ
三
万
円
六
洗
町
鮮
魚
販

み
と
や
洋
品
后
マ
五
万
四
千
三
百
一
一
二
売
組
合
マ
一
一
一
万
円
大
洗
牛
乳
販
売
組

十
九
円
動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
職
員
一
合
(
雪
印
牛
乳
大
内
正
吉
秋
山

一
同
マ
九
千
八
百
四
十
七
円
動
燃
天
一
有
弘
関
根
喜
一
倍
山
信
雄
明
治

洗
工
学
セ
ン
タ
ー
青
婦
部
婦
人
分
会
一
牛
乳
関
根
辰
=
一
森
永
牛
乳
須
貝

マ
六
千
三
百
五
十
一
円
原
研
大
貫
繁
白
一
昇
高
柳
定
男
佐
野
誠
太
郎
佐
野

治
会
マ
一
万
七
千
円
那
須
ゴ
ル
フ
倶
一
秀
也
明
糖
牛
乳
保
坂
勝
寿
岡
田

楽
部
門
〉
五
千
円
大
洗
薬
業
会
マ
一
一
牛
乳
堀
野
正
一
)

万
八
千
円
大
洗
寿
司
組
合
マ
一
万
円
一
一
ム
衣
判
料
品
一
一
稲
松
川
小
室
庸
行

蛇
の
白
寿
司
川
崎
昇
マ
一
万
円
大
洗
一

製
パ
ン
協
同
組
合
マ
三
千
円
茨
城
県
一
マ
大
洗
町
飲
食
后
組
合

商
工
信
用
組
合
大
洗
支
后
マ
三
万
円
一
代
表
大
内
勝
吉
外
脇
信

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
マ
一
万
円
一
寄
付
金
合
計
十
八
万
四
千
百
円

大
関
会
マ
一
一
千
円
一
度
海
婦
人
会
マ
一

o
一
万
円
(
六
件
)

五
千
円
瀞
友
会
マ
一
万
円
大
洗
町
西
一
常
陸
雇
、
大
進
、
寿
多
庵
、
あ
ん
ば

庖
会
マ
一
万
円
大
洗
わ
ん
さ
会
マ
一
い
や
、
柳
屋
、
大
漁
寿
し

去
る
一
月
二
十
五
日
一
一
寸
計
引

か
ら
郵
便
料
金
が
汝
定
号
一
軒
一
四
…

島
岡
一
ん
一

i
，

に
な
り
、
主
な
通
常
一
郵
対
石
事

便
物
の
糾
金
は
次
表
の
射
乍
克

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
暗
一
品
一
一

町
民
の
皆
さ
ん
お
間
違
お
一
一
~

い
の
な
一
諮
問
一
貴
一
一

い

様

、

器

訂

丁

。
注
意
一
日
「
上

下
さ
い
。
な
お
、
こ
の

ほ
か
の
郵
便
物
斜
金
な

ど
、
詳
し
い
こ
と
は
郵

便
局
の
窓
口
で
お
尋
ね

下
さ
い
。

郵
便
料
金
が

敢
定
さ
れ
ま
し
た

-1月25日から郵便料金が改定されました
*主な通常郵恒物の料金

竺~一一竺
定形郵便物

。
五
千
円
(
六
件
)

ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ク
ッ
キ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
代
表
照
沼
義
友
、
か
っ

ば
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
さ
や
、
レ

ス
ト
ラ
ン
あ
さ
や
田
崎
波
太
郎
・
荻

谷
伸
生

。
一
一
一
千
円
(
五
件
)

ば
ん
十
回
目
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ニ
ュ

i
大

洗
、
大
助
、
自
十
字
、
さ
さ
や
食
堂

。
一
一
千
円
(
八
件
)

金
藤
、
浜
屋
、
酒
井
屋
、
藤
よ
し
、

れ
ず
と
ら
ん
一
度
海
、
レ
ス
ト
ラ
ン
山

塑、

B
A
Rま
り
ん
、
天
松

。
一
千
円
(
六
十
一
一
件
)

山
形
屋
、
入
舟
、
シ
ャ
ン
ボ
!
ル
、

サ
ン
ゴ
、
永
田
屋
、
福
太
郎
、
ヒ
ノ

ャ
、
キ
ッ
チ
ン
こ
ま
つ
、
ボ
ン
ゴ
、

あ
け
み
、
幸
楽
、
田
山
食
堂
、
油
屋

食
堂
、
さ
く
ら
い
食
堂
、
橘
、
な
ぎ

さ
、
旭
ひ
さ
と
、
さ
と
、
あ
じ
ゃ
ん
、

な
み
、
浜
喜
屋
、
み
ち
こ
、
仲
よ
し
、

栗
崎
屋
、
ひ
ら
と
や
、
さ
か
え
、
ム
ホ

来
軒
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
ア
イ
ヌ
、
喜
泉
、

ア
ン
カ
、
湖
、
和
、
古
渡
、
南
極
屋
ρ

あ
お
い
食
堂
、
禾
仁
、
ひ
さ
と
、
磯
、

寿
し
者
、
正
豪
、
お
ぬ
ま
や
食
堂
、

大
洗
サ
1
ア
サ
イ
ド
、
大
洗
マ
リ
ン

ラ
ン
ド
、
海
楽
、
山
水
、
石
井
食
堂
、

大
津
屋
、
諸
問
食
堂
、
い
そ
や
、
大

森
売
底
、
加
島
売
居
、
お
お
い
食
堂
、

千
春
食
堂
、
松
信
飲
食
底
、
せ
ん
な

り
食
堂
、
銀
泉
食
裳
、
キ
ク
ノ
食
堂
、

河
苑
、
ア
リ
ュ

i
シ
ャ
ン
、
ど
さ
ん

子
、
ひ
ぬ
ま
食
堂

。
六
百
円
(
一
件
)

こ
ま
ど
り

。
五
百
円
(
一
件
)

ミ
カ
ド

l寺 前たたみま主回転阜 オセユa UOOlf I 

A組 245911 

腕時計(紳士用ま
各組 下5けた

2等 共通 25807 
たは輝人用)

A紹 砂 59570

3等
封筒ヒプリーティ 各組 下3け71た2 
ングカ{ドのセット 共通

442 

下2けた

4等 お年玉切手シ…卜 各組 84 
共通 77 

40 

賞品引換期間昭和51年1月26日→7月19日

0番号部分を切りはなさないで、なるべく早

〈最寄の郵便局にお出L下さい。

年
賀
ハ
ガ
キ
の

当
選
者
の
み
な
さ
ん
へ

今
頃
に
な
る
と
年
賀
ハ
ガ
キ
も
押
し

入
れ
の
奥
に
入
り
、
な
か
な
か
見
つ
け

に
く
い
も
の
で
す
が
、
も
う
一
度
当
選

番
号
を
照
し
合
せ
て
、
当
選
さ
れ
て
い

る
万
は
、
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に

受
取
り
ま
し
ょ
う
。
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